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概 要 

最終更新日 令和５年 12 月 13 日 

プロジェクト名 

NEDO プロジェクト名  
「次世代複合材創製・成形技術開発④、⑤及び⑥」 
METI 予算要求名称 
次世代複合材創製技術開発事業 

プロジェクト番号 P20010 

担当推進部/ 
ＰＭまたは担当者 
及び METI 担当課 

材料・ナノテクノロジー部 ＰＭ 松井 克憲（令和 3 年 9 月～令和 5 年 12 月現在） 
材料・ナノテクノロジー部 ＰＭ 長島 敏夫（令和２年 7 月～令和 3 年 8 月） 
材料・ナノテクノロジー部 ＰＭ 大中道 俊亮 (令和 2 年 4 月～令和２年６月） 
材料・ナノテクノロジー部 専門調査員 桑原 智彦（令和 2 年 7 月～令和 5 年 12 月現在） 
METI 担当原課：航空機武器宇宙産業課 

０．事業の概要 

航空機の燃費改善、環境適合性向上、整備性向上、安全性向上といった要請に応えるため、複合材料
を始めとした我が国が強みを持つ材料分野における技術革新を促進し、航空機に必要な信頼性・コスト等
の課題を解決するための要素技術を開発する。これにより、航空機の燃費改善によるエネルギー消費量と
CO2 排出量の削減、整備性向上、安全性の向上並びに我が国の部素材産業及び川下となる加工・製
造産業の国際競争力強化を目指す。産学官の密接な連携の下での我が国基盤の構築及び関連産業の
成長を実現する。 

１．事業のアウトカム（社会実装）達成までの道筋 

 
1.1 本事業の位置

付け・意義 

【事業の必要性】 
航空機産業における世界の民間航空機市場は、各社、コロナの影響により今後のデリバリー見通しを下

方修正したものの、ワクチン普及によるコロナ終息後の旅客需要の回復予測や、CO2削減に貢献する効
率の高い機体への代替需要が見込まれる事から、2019年末の約2.4万機から旅客需要で年率約5％増
加、2040年末には、市場規模は約3.９万機(5～6兆ドル程度)となる見通しである。 

国際的な産業競争が激化する厳しい競争の中で、航空機産業では高度な先進技術開発が進められ
てきており、サプライヤービジネスにおいても今後激しい競争にさらされていくことが予想されるため、我が国に
おいても航空機産業の国際競争力を維持・拡大していく必要がある。航空機は、幅広い分野の技術の組
み合わせた複雑なシステムを有しており、その部品点数は、自動車の2～3万点の約100倍に及び300万
点もの部品から成り立っており、産業構造の裾野が広い。 

燃費改善、環境適合性等の市場のニーズに応えるため、近年の航空機（機体・エンジン・装備品）で
は、軽量化のために構造部材として複合材(CFRP)が積極的に導入されており、先進的な素材開発及び
成形組立技術開発等が急務となっている。我が国の強みを活かしつつ、民間航空機に求められる安全
性、環境適合性、経済性という課題において、他国より優位な技術を獲得し航空機産業の国際競争力
を維持・拡大していくことは、極めて重要である。これらを他産業分野へ波及させることにより、輸送機器をは
じめとした様々な分野における製品の高付加価値化を進める上で、重要な役割を果たすことも期待されて
いる。 
 
【本事業のねらい】 

航空機の燃費改善、環境適合性向上、整備性向上、安全性向上といった要請に応えるため、複合材
料等の関連技術開発を中心として、航空機に必要な信頼性・コスト等の課題を解決するための要素技術
を開発する。 

今後の航空機需要の７０％を占めると予想されている細胴機の製造プロセスで必須となる、複合材を
用いた部材の低コスト・高レートな新しい成形組立技術の確立を目指す。 

航空機の燃費改善によるエネルギー消費量とＣＯ２排出量の削減、整備性向上、安全性の向上並
びに我が国の部素材産業及び川下となる加工・製造産業の国際競争力強化を目指す。 
 
【政策的位置づけ】 
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本事業は、総合科学技術・イノベーション会議により策定されている「科学技術イノベーション総合戦
略」、「エネルギー・環境イノベーション戦略」等に則り、構造材料の飛躍的な軽量化等によって輸送機器の
エネルギー利用効率の向上を目指すために実施するものである。 
 
【NEDOが関与する意義】 

NEDOは第四期中長期目標におけるミッションとして、「エネルギー・環境問題の解決」、「産業技術力の
強化」に貢献することをミッションとしている。  

本プロジェクトの狙いは、産業構造の裾野が広い航空機産業の国際競争力を維持・拡大し、これらを他
産業分野へ波及させることにより、輸送機器をはじめとした様々な分野における製品の高付加価値化を進
めることで日本の主要産業の競争力を強化し、新たな産業創成を目指すものであることから、NEDOのミッ
ションと合致する。さらに、素材開発から材料、部材と航空機に採用されるまでには長い研究開発期間を要
すためリスクが大きく、また単独企業での開発ではなく産学官の密接な連携の下で激化する厳しい国際的
な産業競争に勝つ必要があることから、NEDOプロジェクトとしての実施が妥当である。 

1.2 アウトカム達成
の道筋 

本事業で、研究開発の進捗管理、きめ細やかな指導及びマネジメントを実施することで、研究開発を最
大限推進し、最終目標を達成させる。 

事業の完了年度の翌年度以降 5 年間、企業化状況報告書でモニタリングを継続する。また、経済安
全保障重要技術育成プログラム／航空機エンジン向け先進材料技術の開発・実証プロジェクトを通じ、
CMC の量産化技術を確立し実用化へ繋げる。 
2030 年度に投入予定の次世代航空機に CMC を適用させる。 

1.3 知的財産・標
準化戦略 

NEDO のルールに従い、助成事業の実施により得られた知的財産権等の研究成果は助成先に帰属す
ることから、NEDO による指示は実施せず事業者に委ねる。 

２．目標及び達成状況 

 
2.1 アウトカム目標

及び達成見込み 

■アウトカム目標 
本事業で開発した成果（CFRP 及び CMC)が、次世代航空機に搭載され 2040 年において、CO2 排

出量を 1500 万トン/年削減する。 
■達成見込み 

上記 1.2 アウトカム達成の道筋に記載の通り進捗が進む見込みである。但し、エンジン完成メーカの
OEM の次世代航空機の投入時期や開発された CMC が認定され、次世代航空機にどの程度搭載され
るかにより CO2 排出量の削減量に増減がある見込みである。 

 
2.2 アウトプット目標

及び達成状況 

■研究開発項目④「超高性能 SiC 繊維の品質安定性向上に向けた開発」 
【アウトプット目標】 
・引張強度 3.0GPa 以上、2700℉（1482℃）×400 時間曝露後、強度低下 20%以下を満足し、
高温クリープ特性に優れる SiC 繊維を開発する。 
・SiC 繊維の特性ばらつきを抑制する製造技術を確立する。 
【達成状況】 
・最適ポリマー組成を決定し、製造条件を確立することにより、強度、耐熱性、高温クリープ特性について目
標を達成した。 
・ポリマー合成、紡糸技術について、繊維中の欠陥を低減する技術を確立し、繊維強度のばらつきを低減
することができた。 
 
■研究開発項目⑤「1400℃級 CMC 材料の実用化研究開発」 
【アウトプット目標】研究開発項目⑤(1) 
・マトリックス、製織の方法、耐環境性コーティングの最適化を実施して、CMAS の存在する環境下で、室
温引張強度 300MPa 以上、1400℃×400 時間曝露後、強度低下 20%以下を満足する CMC 部
材を開発する。 
【達成状況】研究開発項目⑤(1) 
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・製織仕様の見直しおよびマトリックス含浸条件の改善・最適化により材料中の欠陥を大幅に低減した。耐
環境コーティングについては従来材に比べて飛躍的に耐 CMAS 性が向上する新組成を見出した。 
これらを組み合わせて材料を評価した結果，CMAS 存在下の室温強度：494MPa，CMAS 暴
1400℃×400 時間後の強度低下：17%となり，目標達成を確認した。 また，当該 CMC にて高圧
タービンシュラウドを製作し，JAXA F7 エンジンに搭載して，エンジン試験実証も完了させた。 
・高性能 SiC 繊維を用いたニアネットシェイプでの三次元プリフォームについて、製法開発を行い XY 積層・
Z 挿入について自動化装置を製作、試作に成功した。 
過去の NEDO 事業（委託）にて、同じく高性能 SiC 繊維を用いた Vf（体積当たりの繊維含有率）
30%以上の平板形状三次元プリフォーム製法の開発に成功していたが、今回ニアネットシェイプでの三次
元プリフォームについても同等 Vf を達成した。 
 
【アウトプット目標】研究開発項目⑤(2) 
・生産性の高い MI 法において、新規界面コーティングの開発と UD 積層構造・マトリックス形成の最適化
を行い、室温引張強度 300MPa 以上、室温弾性率 200GPa 以上、1400℃×400 時間暴露後の室
温での弾性率低下が製造後の 30%以内を達成する CMC 部材を開発する。 
【達成状況】研究開発項目⑤(2) 
・新規界面コーティング繊維と Si 含浸マトリックスを組み合わせた CMC 特性は，破断応力は 303MPa
で，弾性率は 294GPa で，目標とする強度特性が得られた。また，1400℃×400Hr 大気暴露後の
弾性率低下は 8%で目標達成できていることを確認した。 
 
■研究開発項目⑥「高レート・低コスト生産可能な CMC 材料およびプロセス開発」 
【アウトプット目標】 
製織工程の高速化、CVI 工程、PIP 工程の短時間化を達成して、耐熱温度 1400℃の CMC 部材につ
いて、現行と比較して生産レート 10 倍向上を可能とする材料及びプロセス技術を開発する。 
【達成状況】 
ボトルネック工程の事業開始前生産レートを基準に、全工程の生産レートを 10 倍とする。 
3 月までに現在 5 倍の CVI 繊維界面コーティング形成工程のバッチ当たり炉詰数を 2 倍とすることで、10
倍向上を達成する予定。 
 

3．マネジメント 

  3.1 実施体制 

経産省担当原課 製造産業局 航空機武器宇宙産業課 

プロジェクトリーダー 
国立大学法人東北大学 大学院航空宇宙工学専攻 
教授 岡部 朋永 

プロジェクトマネージャー 材料・ナノテクノロジー部 
主査 松井 克憲 

助成先及びその委託
先、共同研究先 
 

研究開発項目④「超高性能 SiC 繊維の品質安定性向上に向けた開発」 
助成先： UBE 株式会社 

委託先： 株式会社超高温材料研究センター 
         山陽小野田市立山口東京理科大学 

研究開発項目⑤「1400℃級 CMC 材料の実用化研究開発」 
助成先： ⑤(1)株式会社ＩＨＩ 
 委託先： ファインセラミックセンター(JFCC)、物質・材料研究機構(NIMS) 
共同提案先（助成先）： シキボウ株式会社 
助成先： ⑤(2)三菱重工航空エンジン株式会社 
 委託先：京セラ株式会社、片柳学園東京工科大学 

研究開発項目⑥ 
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「高レート・低コスト生産可能な CMC 材料およびプロセス開発」  
助成先： 川崎重工業株式会社 
 委託先：イビデン株式会社、株式会社豊田自動織機 
 共同研究先：宇宙航空研究開発機構(JAXA)、東北大学 

 

3.2 受益者負担の
考え方 

 
 
事業費推移 
(会計・勘定別に 
NEDO が負担した実 
績額（評価実施年 
度については予算 
額）を記載) 
(単位:百万円) 

主な実施事項 R2fy R3fy R4fy R5fy 備 考 

研究開発項目④      

研究開発項目⑤(1) 
研究開発項目⑤(2) 

 
    

研究開発項目⑥      
会計・勘定 R2fy R3fy R4fy R5fy 総額 

特別会計（需給） 403 553 629 130 1715 

開発成果促進財源 0 146 28 45 219 

総 NEDO 負担額 403 699 657 175 1934 

3.3 研究開発計画  

 

情 勢 変 化 へ の 
対応 

■事業開始時に想定しなかった社会情勢への対応 
事業開始の 2020 年度には、「Covid-19」の発生、また 2021 年度頃から「半導体不足」により納期問
題が発生したが、予算の見直しなど適宜実施し、最終目標に影響をしないように対応した。 
■委託先の設備不具合による開発への影響（研究開発項目⑥） 
計画の変更と共に実施期間を 1 年延長して対応した。 

中 間 評 価 結 果 
への対応  － 

評 価 に 関 す る 
事項 

事前評価 令和元年 7 月実施      担当部 材料・ナノテクノロジー部 

中間評価  － 

終了時評価 令和 5 年 12 月実施    担当部 材料・ナノテクノロジー部 
別添  

 

投稿論文 「査読付き」 2 件、「その他」 2 件 

特 許 5 件 

その他の外部発表 
（プレス発表等） 

学会発表・講演； 25 件、 新聞・雑誌等への掲載； 4 件、 その他（展示会等）; 4 件 

 
基本計画に関する 
事項 

作成時期 令和 2 年 ２月制定 

変更履歴 
令和 3 年 ２月改訂（研究開発項目⑤に関する研究開発内容の拡充） 
令和３年 ９月改訂（研究開発項目⑥に関する実施期間の変更） 


